
■協同組織の特性
　「ＪＡめぐみの」は、関市、美濃市、郡上市、美濃加茂市、可児市、加茂郡（坂祝町、富加町、川辺町、八百津町、
七宗町、白川町、東白川村）、可児郡（御嵩町）の５市・７町・１村を事業区域として、農業者を中心とした地域住
民の方々が組合員になって、相互扶助を共通の理念として運営されている協同組織であり、地域農業の活性化
に資する地域金融機関です。
　当ＪＡは地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて事業活動を展開しながら、
ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協同組合として、農業や助け
合いを通じた社会貢献に努めています。

■組合員数・出資金
　令和４年３月末の状況では、組合員数については61,141名、出資金については4,965百万円となっています。

■環境問題への取り組み
　市町村・農林事務所・普及センターとＪＡが合同で環境保全と農業振興を目的に、使用済み農業用廃棄ビニー
ルや廃プラスチック等を回収し、リサイクル業者等に引き渡すことにより地域環境の維持に努めています。
　また、各支店ではプランターや花壇を利用して、野菜や花を積極的に栽培し地域美化に努めているほか、ＪＡ
職員互助会では、ため池や河川、各支店・施設周辺の環境保全に役立つように清掃奉仕活動を行っています。

■福祉活動
　高齢者や体の不自由な方を対象にした介護事業に、積極的に取り組んでいます。管内３か所の通所介護施設
ではデイサービスを行うほか、訪問介護事業や福祉用具貸与事業、居宅介護支援事業を行い、多くの方に利用し
ていただいています。
　また、ＪＡのセレモニー施設では人形の供養祭を行い、集まった志を、各市町村の社会福祉関係に寄付してい
ます。

■献血活動
　ボランティア活動の一環で、献血推進協議会の協力依頼を受けて、役職員は献血活動に積極的に協力してい
ます。

■交通安全運動
　支店・事業所にこども110番の家、こども110番の車を設置して、交通安全路上活動を行い地域の子どもの見
守り活動に取り組んでいます。
　また、交通安全教育DVDの無償貸出による学生や子どもたちへの交通安全意識の向上を図る取り組みを行っ
ています。

■文化支援活動
　小中学生に相互扶助や思いやりの精神を伝え、図画工作・美術教育の高揚を図り、また交通安全啓発活動を支
援することを目的として管内小・中学校へ教育資材の提供を行っています。

■行政と連携した子育て支援活動
　子育て世代を対象に県・市町村と連携した母子手帳ケース進呈による子育て情報LINEアカウント「こそだて
ひろば」の紹介とお役立ち情報の定期的な配信を行っています。

■災害時における相互応援
　当ＪＡは管内の全13市町村と、災害時の相互応援協定を結びました。同協定により、災害対策基本法で規定
する災害が発生した場合、被害状況の把握、食料や物資・人の応援、施設面での支援などを行っていきます。

■高齢者等の見守りネットワーク
　関市、郡上市、美濃加茂市、可児市、富加町、坂祝町、川辺町、御嵩町の各機関と高齢者等の見守りネットワー
ク事業の協定を締結し、地域に密着した事業活動の展開に取り組んでいます。

■地域に根差した役割
●ふれあいに関する事項
　地域に根差した協同組合の役割を発揮するため、全支店
で地域のニーズに基づいた支店行動計画を策定し実行し
ています。また、各支店にふれあい委員会を設置し、地域
の皆様の意見をＪＡの運営に反映しているほか、支店を拠
点とした地域活性化を目的に支店ふれあい感謝デーを実
施しています。

●連携に関する事項
　十六銀行との地方創生の深化に向けた農業振興に関す
る連携では、地元農産物の販路拡大を目的とした取り組み
を実践しています。また、中部学院大学との連携による高
齢者の体力向上プログラム共同研究事業では、「あしゆび圧
迫体操」や「タオルであしゆび体操」を開発し、デイサービ
ス利用者を対象に高齢者の転倒防止を目的に体操の啓発
に取り組んでいます。

地域貢献活動

全般に関する事項

社会貢献活動（社会的責任）

地域貢献情報
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■地域からの資金調達の状況・地域への資金供給の状況
　当ＪＡの資金は、組合員の皆様などからお預かりした「貯金」を源泉としており、資金を必要とされる組合員
の皆様方や地方公共団体などもご利用いただいています。
【地域からの資金調達状況（貯金・積金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様からお預りした貯金残高は、641,593百万円（うち定期積金7,282百万円）となっ
ています。

■利用者ネットワーク化への取り組み
●女性連絡協議会
　女性連絡協議会では、食と農を基軸とした活動の展
開により、ＳＤＧｓの目標達成への貢献を目指すととも
に、当ＪＡ管内女性部の相互交流支援を行っています。
　コロナ禍で３年に１度の「女性部大会」が開催できな
いことから、その代替として各地域の女性部活動を紹
介する動画を作成し、動画投稿サイト「YouTube」で
配信しました。食を守る具体的行動として、地元食材
を使用した料理をテーマにクッキングセミナーを開催
し、地産地消の推進に取り組みました。

●年金友の会
　当ＪＡで年金をお受取りいただいている皆様方の親睦と健康づくりに役立てるよう各地域でグラウンドゴル
フ大会やシニアゴルフ大会、ゲートボール大会を開催しています。令和４年６月末の会員数は41,738名となっ
ています。

■情報提供活動
●情報誌の発行
　情報誌「めぐみの」を毎月、約48,000部発行し、農業にかかる動
きや農家の活動、当ＪＡからのお知らせ、地域のニュースなど様々
な情報提供を行っています。また、地域住民向けのコミュニティ紙
「めぐみのパーク」を年２回発行（約90,000部）しています。

●ホームページの公開
　当ＪＡからの情報発信手段としてホームページを開設し、各種お
知らせやイベント・キャンペーン情報、農産物情報などの提供を行っ
ています。

●SNS活用による情報発信
　「LINE公式アカウント」による情報発信を行っています。
　総合事業を展開する当ＪＡを幅広い世代にＰＲすることを目的に
イベント情報を中心に配信を行い、フォロワー数は令和４年６月末
時点で約10,500人となっております。
　また、YouTube公式チャンネルを開設し、動画による情報発信に
も取り組んでいます。

【地域への資金供給状況（貸出金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様へ地域金融機関として農業資金・生活資金等の資金ニーズに対応してまいりまし
た結果、貸出金残高は、145,128百万円となっています。

文化的・社会的貢献に関する事項

区　　分 平成30年度

485,209

111,831

597,040

組 合 員 等

そ の 他

合 計

令和元年度

491,258

111,271

602,530

令和２年度

（単位：百万円）

504,228

120,970

625,199

令和３年度

517,622

123,971

641,593

区　　分 平成30年度

117,325

6,322

10,960

134,608

組 合 員

地 方 公 共 団 体 等 

そ の 他

合 計

令和元年度

120,946

5,252

10,669

136,869

令和２年度

（単位：百万円）

126,540

6,633

7,112

140,286

令和３年度

131,565

6,562

7,000

145,128

■文化的・社会的貢献に関する事項
●女性部活動
　管内５地域に女性部を組織し、趣味や健康等にかかる
生活文化活動を行っています。また、スマホやアプリの
基本操作を習得し、生活の利便性向上を図ることを目的
に女性部員を対象としたスマホ教室を開催したほか、食
農リーダーによる次世代に向けた食農教育活動やボラン
ティア活動による地域支援にも取り組んでいます。

●スポーツ活動
　次世代を担う子供たちの健全な精神と肉体を養い、日頃の練習の成果の発揮を目的に、「ＪＡめぐみのカップ
中濃地区少年サッカー大会（管内全域）」並びに「ＪＡめぐみの旗争奪学童軟式野球大会（みのかも地域）」を開催
しています。
　また、シニア世代に向けてはゲートボールやグラウンドゴルフの大会を開催しているほか、軽スポーツ大会
を各地で開催しています。
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の皆様方や地方公共団体などもご利用いただいています。
【地域からの資金調達状況（貯金・積金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様からお預りした貯金残高は、641,593百万円（うち定期積金7,282百万円）となっ
ています。

■利用者ネットワーク化への取り組み
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　女性連絡協議会では、食と農を基軸とした活動の展
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いことから、その代替として各地域の女性部活動を紹
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を使用した料理をテーマにクッキングセミナーを開催
し、地産地消の推進に取り組みました。

●年金友の会
　当ＪＡで年金をお受取りいただいている皆様方の親睦と健康づくりに役立てるよう各地域でグラウンドゴル
フ大会やシニアゴルフ大会、ゲートボール大会を開催しています。令和４年６月末の会員数は41,738名となっ
ています。
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●情報誌の発行
　情報誌「めぐみの」を毎月、約48,000部発行し、農業にかかる動
きや農家の活動、当ＪＡからのお知らせ、地域のニュースなど様々
な情報提供を行っています。また、地域住民向けのコミュニティ紙
「めぐみのパーク」を年２回発行（約90,000部）しています。

●ホームページの公開
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知らせやイベント・キャンペーン情報、農産物情報などの提供を行っ
ています。

●SNS活用による情報発信
　「LINE公式アカウント」による情報発信を行っています。
　総合事業を展開する当ＪＡを幅広い世代にＰＲすることを目的に
イベント情報を中心に配信を行い、フォロワー数は令和４年６月末
時点で約10,500人となっております。
　また、YouTube公式チャンネルを開設し、動画による情報発信に
も取り組んでいます。

【地域への資金供給状況（貸出金残高）】
　組合員をはじめ地域の皆様へ地域金融機関として農業資金・生活資金等の資金ニーズに対応してまいりまし
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文化的・社会的貢献に関する事項

区　　分 平成30年度

485,209

111,831

597,040

組 合 員 等

そ の 他

合 計

令和元年度

491,258

111,271

602,530

令和２年度

（単位：百万円）

504,228

120,970

625,199

令和３年度

517,622

123,971

641,593

区　　分 平成30年度

117,325

6,322

10,960

134,608

組 合 員

地 方 公 共 団 体 等 

そ の 他

合 計

令和元年度

120,946

5,252

10,669

136,869

令和２年度

（単位：百万円）

126,540

6,633

7,112

140,286

令和３年度

131,565

6,562

7,000

145,128

■文化的・社会的貢献に関する事項
●女性部活動
　管内５地域に女性部を組織し、趣味や健康等にかかる
生活文化活動を行っています。また、スマホやアプリの
基本操作を習得し、生活の利便性向上を図ることを目的
に女性部員を対象としたスマホ教室を開催したほか、食
農リーダーによる次世代に向けた食農教育活動やボラン
ティア活動による地域支援にも取り組んでいます。

●スポーツ活動
　次世代を担う子供たちの健全な精神と肉体を養い、日頃の練習の成果の発揮を目的に、「ＪＡめぐみのカップ
中濃地区少年サッカー大会（管内全域）」並びに「ＪＡめぐみの旗争奪学童軟式野球大会（みのかも地域）」を開催
しています。
　また、シニア世代に向けてはゲートボールやグラウンドゴルフの大会を開催しているほか、軽スポーツ大会
を各地で開催しています。
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店舗数施　設　名

1

46

23

7

5

5

2

1

2

2

本 店

支 店

営 業 所

営 農 経 済 セ ン タ ー 及 び 事 業 所

生 産 資 材 店 舗

配 送 セ ン タ ー

Ａ コ ー プ

不 動 産 セ ン タ ー

資 産 相 談 セ ン タ ー

ロ ー ン プ ラ ザ

店舗数施　設　名

1

1

5

1

5

7

3

4

3

3

共 済 プ ラ ザ

損 害 調 査 課

農 産 物 直 売 所（とっれ た ひ ろば 等）

加 工 事 業 所

農 機 セ ン タ ー

給 油 所

自 動 車 セ ン タ ー

介 護 営 業 所

セ レ モ ニ ー ホ ー ル

セ レ モ ニ ー 営 業 所

●各種相談会の実施
　皆様のご要望にお応えする形で、社会保険労務士による年金相談会や住宅ローン休日相談会、税務相談会及
び法律相談会を開催して、暮らしに役立つお手伝いを実施しています。また、資産相談センターでは、相続セミ
ナーを開催するなど相談機能の強化に努めています。

■生活のメインバンクに向けた取り組み
　キャッシュカードとクレジットカードが一体となった『ＪＡカード〈一体型〉』と、インターネットにアクセス
するだけで、振込や税金・公共料金払込等さまざまな取引ができるインターネットバンキング『ＪＡネットバン
ク』の普及に取り組み、皆様の利便性向上に努めています。
　なお、ＡＴＭキャッシュサービス一覧及び商品・サービス一覧は主な事業の内容（Ｐ46）をご覧ください。

■店舗体制
　当ＪＡでは下記のような店舗網により各種事業を展開しています。なお、住所等については、店舗一覧（Ｐ
134）をご覧下さい。
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